
 
 

 
 

審査意見への対応を記載した書類（６月） 

 

自然科学技術研究科岐阜大学・インド工科大学グワハティ校 

国際連携食品科学技術専攻（M） 
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１．＜設置の趣旨や教育課程等の根幹をなす「デザイン思考」が不明確＞ 

設置の趣旨において「イノベーション創出の基礎であるデザイン思考を身につける」

と示されており，また，ディプロマ・ポリシーやカリキュラム・ポリシーにおいても

「デザイン思考の活用力」や「デザイン思考を取り入れた研究リテラシーの導入」が示
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（是正意見） 

自然科学技術研究科岐阜大学・インド工科大学グワハティ校 

国際連携食品科学技術専攻（M） 

 

１．＜設置の趣旨や教育課程等の根幹をなす「デザイン思考」が不明確＞ 

設置の趣旨において「イノベーション創出の基礎であるデザイン思考を身につけ

る」と示されており，また，ディプロマ・ポリシーやカリキュラム・ポリシーにおい

ても「デザイン思考の活用力」や「デザイン思考を取り入れた研究リテラシーの導

入」が示されているが，本専攻において，重要な観点である「デザイン思考」の考え

方が不明確であるため，体系的に教育課程が編成されているのかも含め，その内容や

考え方を明確にすること。 

あわせて，以下の観点についても詳細に説明すること。 

・授業科目「デザイン思考」について，日本語シラバスでは内容が不明確であるた

め，英文シラバスを提出し，科目内容をわかりやすく具体的に説明するとともに，シ

ラバスに記載されているもの以外に，デザイン思考に関するどのようなテキストを活

用し講義・演習を実施するのかを含め，その内容を明確にすること。 

・「共感」が不明確であり，その考え方について具体的に説明すること。 

・修士論文の作成において，「デザイン思考」におけるプロセスが示されているこ

とから，より明確にすること。 

 

（対応） 

 設置の背景に関する記載に，デザイン思考について説明する項を新たに設け，考え方や

用語に関する解説とその構成を示して明確化するとともに，既に同研究科で実施されてい

るデザイン思考教育，インド工科大学グワハティ校とデザイン思考教育の関係についても

記述する。また，参考資料においてもデザイン思考に関する図解を加える。 

授業科目「デザイン思考」の英文シラバスも提出し，科目内容をより明確に示すほか，

修士論文との関係性もより具体的に説明する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（２～４ページ） 

新 旧 

（エ）両大学に共通するデザイン思考教育

の実施 

前述のとおり，本学自然科学技術研究科

（修士課程）は，イノベーションを生む力

を強化するために，デザイン思考教育を実

施している［引用：岐阜大学大学院自然科

学技術研究科（修士課程）の概要（自然科

学技術研究科の設置に係る事前伺い参考資

料）］。例えば，「デザイン思考序論」（必修

科目，座学）と「デザイン思考トレーニン

グ」（選択科目，演習）を設定している。

それらの科目では，専攻分野の異なる学生

からなるグループを作り，共通の課題に対

する解決策をデザイン思考のプロセスに沿

ってグループ内で話し合い，意見交換を行

う。この講義を通して，アイデアの出し

方，思考の収束のさせ方，他人とのコミュ

ニケーションのとり方など，これまでに何

（追加） 
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新 旧 

気なく行っていたアイデアを具体化する道

筋を体系的に修得できる。さらに，研究活

動への展開を通してデザイン思考を身につ

ける。このようなカリキュラム設計のも

と，本学は自然科学技術研究科を始めとし

て全学的にデザイン思考を導入し，将来，

現場でイノベーション創出に貢献できる人

材の育成を目指している。 

一方，インドの経済的並びに社会的進歩を

進めるべく知的水準の高い科学者と技術者

を養成するために設立された IIT は，その

設立の趣旨からも自明であるとおり，科学

技術の社会実装によるイノベーション創出

を強く指向している。そして，IITG でも

イノベーション創出並びにアントレプレナ

ーシップ（起業家精神）の育成を謳ったカ

リキュラムが構築されている。具体的に

は，研究価値の向上や社会実装を念頭に置

きいかに研究を進めるべきかを教授する

Research methodology（座学）をはじめと

して，食品や生物プロセスに基づく起業に

必要な特定の知識と技術を提供し起業家精

神を醸成する講義が配置されているほか，

大部分の講義は実社会への応用例を明示し

学理が提供されている。さらに IITG は

IIT では唯一，「デザイン学科」（デザイン

思考を基盤とした教育研究を行う学科）が

設置されており，デザイン思考教育を行う

教員が配置され，デザイン思考に基づく科

目を IITG の他学科の学生が受講可能な科

目として提供している。インドの持続可能

な経済発展に向けて，デザイン思考を取り

入れて生み出された新技術により農村地域

の開発を目指す「農村開発センター」が設

置されている点も，IITG の大きな特徴で

ある。 

以上のように，既に両大学で取り入れてい

るデザイン思考教育であるが，そもそも

「デザイン思考」とは，一般的な学術研究

に基づくイノベーションは，出発点として

まず学術研究が存在し，次いで，研究成果

を技術移転し社会実装することによって新

たな産業が生まれるという考え方に対し

て，2010 年代に提案されたイノベーショ

ン創出の新しい考え方であり，解決すべき

課題を「必要性」「実現可能性」「持続可能

性」という 3つの軸で捉え，これら 3者を
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新 旧 

調和させることにより，課題解決が可能と

なりイノベーションが生まれると考える

［引用：“Why Social Innovators Need 

Design Thinking”（ソーシャルイノベー

ターがデザイン思考を必要とする理由）, 

Tim Brown. Stanford Social Innovation 

Review （Nov. 15, 2011）．著者はデザイ

ン思考の発案者の一人］。デザイン思考で

は，学術研究を基礎とする「実現可能性」

ではなく，「必要性」，すなわち世の中の

人々が求めているものから出発する。デザ

イン思考を実践することによって，現時点

では技術的な研究開発が行われていない課

題に対する新しい解決策を生み出すことが

期待できる。 

デザイン思考は，以下の 5つのプロセスで

構成される［引用：“An Introduction to 

Design Thinking PROCESS GUIDE”（デザ

イン思考序論その手引き）, Institute of 

Design at Stanford University（スタン

フォード大学デザイン研究所刊）］。 

①共感（観察） 

共感とは，人々が何を求めているのか，

人々にとって有意義なものとは何かを理解

する段階である。個別の具体的な現場を観

察し，解決すべき課題や人々の潜在的なニ

ーズを可視化する。「共感」（観察）を通し

て，デザイン思考の出発点である「必要

性」を掴むことが出来る。 

②問題定義 

問題定義とは，共感（観察）を通じて明ら

かになった様々な現場の課題や潜在的ニー

ズを整理・統合し，人々が本当に実現した

い真の課題は何かを具体的に定義する段階

である。 

③アイデア創出 

アイデア創出とは，定義された課題を解決

するために様々なアイデアを生み出す段階

である。その過程では，正しいアイデアを

見つけるためではなく，質よりも量を重視

して，可能性を最大限に広げることを重視

する。 

④プロトタイプの作成 

課題解決に近づくために，生み出されたア

イデアに基づき簡易なプロトタイプを作る

段階である。役に立ちそうな道具を組み合

わせ，少ない投資で素早く試作品を作る。
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新 旧 

プロトタイプの作成によって，調査したい

変数の把握や新たな発見，アイデア再考の

必要性，そして「実現可能性」や「持続可

能性」の評価などを行うことができる。 

⑤検証 

プロトタイプの結果に基づき，より現実的

な環境下で課題解決を試みる段階である。

デザイン思考の出発点である「必要性」に

応えることができるかを検討する。検証結

果を①～④の各段階の改良や見直しとして

反映させ，デザイン思考の 3つの軸である

「必要性」「実現可能性」「持続可能性」を

調和させ，問題解決並びにイノベーション

創出につなげる。 
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（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（１２，４６ページ） 

新 旧 

②デザイン思考を取り入れた研究リテラシ

ーの導入と修士論文研究の共同指導 

 教育課程期間（２年間）を５つの期間に

分割し，デザイン思考のプロセスを各分割

期間に対して割り当て，デザイン思考を意

識して研究活動を行う（資料４）。言い換

えると，修士論文研究を通してデザイン思

考を実践する。さらに，修士論文研究で

は，共同指導（学生が両大学の指導教員か

ら研究指導を受けること）を実施する。 

②デザイン思考を取り入れた研究リテラシ

ーの導入と修士論文研究の共同指導 

 アイデアをデザインして形にするデザイ

ン思考は，アイデアの着想に相当する「共

感」に始まり，ついで「問題定義」，「創

造」，「プロトタイプの作成」，「テスト」を

実施し，さらなる「改良」へとつなげる一

連の思考サイクルである。本専攻では，デ

ザイン思考を構成する各プロセスを取り入

れた研究リテラシーを新たに構築し，その

独自リテラシーに基づく修士論文研究の共

同指導を実施する（資料４）。具体的に

は，教育課程期間（２年間）を５つの期間

に分割し，デザイン思考のプロセスを各分

割期間に対して割り当て，デザイン思考を

意識して研究活動を行う（資料４）。これ

によって，修学初期に学んだデザイン思考

を実質化する。 
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（新旧対照表）シラバス 

新 旧 
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 （追加） 
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（改善意見） 

自然科学技術研究科岐阜大学・インド工科大学グワハティ校 

国際連携食品科学技術専攻（M） 

 

２．＜学位名称の適切性が不明確＞ 

学位名称について，国際通用性及び英文名称と和文名称の整合性の観点から，例え

ば英文名称に沿って和文名称を「修士（食品科学技術）」等適切に改めること。 

 

（対応） 

 国際通用性及び英文・和文名称の整合性から見直しを行い，和文名称を英文名称

（International Joint Master of Technology in Food Science and Technology）に沿

った「修士（食品科学技術）」に変更する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（１０ページ） 

新 旧 

学位：修士（食品科学技術） 学位：修士（応用生物科学） 
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（改善意見） 

自然科学技術研究科岐阜大学・インド工科大学グワハティ校 

国際連携食品科学技術専攻（M） 

 

３．＜入学者選抜に求められる英語能力が不明確＞ 

入試者選抜で求められる TOEIC の具体的なスコアを明確にするとともに，TOEIC で

はなく，TOEFL や IELTS の活用も検討すること。 

 

（対応） 

 入学者の選抜で求められる TOEIC，TOEFL 及び IELTS の具体的なスコアを明確になるよ

う変更する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（２８ページ） 

新 旧 

TOEIC（730 点以上），TOEFL-iBT（80 点以

上）又は IELTS（6.0 以上）のスコアに基

づく英語運用能力審査により総合的に評価

して選抜する。 

TOEIC スコア等に基づき英語運用能力を審

査する。 
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